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【
施
策
関
係
】

１
・  

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
機
会
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
業
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
十

分
な
説
明
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
各
種
施
策
の
説
明
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
配
信
で
は
不
十
分
な
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

十
分
な
説
明
と
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
教
育
等
を
行
う
こ

と
。

２
・ 

新
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
各
種
手
続
き
・
申

請
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

３
・ 

本
社
で
行
わ
れ
る
研
修
参
加
時
の
前
泊
を
解
消
す
る
た

め
、
２
日
以
上
の
研
修
行
程
に
お
け
る
１
日
目
の
開
始
時

間
は
前
泊
が
発
生
し
な
い
時
間
と
す
る
こ
と
。

【
各
種
手
当
等
】

〔
共
通
〕

４
・ 

別
居
手
当
の
支
給
額
に
つ
い
て
、
賃
金
規
程
第
１
３
１
条

（
２
）
「
前
条
第
１
項
第
３
号
イ
の
場
合
」
月
額
２
０
０

０
０
円
を
月
額
３
０
０
０
０
円
に
増
額
す
る
こ
と
。

５
・ 

現
行
の
寒
冷
地
手
当
で
は
、
暖
房
等
の
電
気
代
や
燃
料
代

が
賄
え
な
い
た
め
、
寒
冷
地
手
当
定
額
表
に
掲
げ
る
額
を

一
律
１
５
０
０
０
円
増
額
す
る
こ
と
。

６
・ 

自
動
車
等
の
通
勤
手
当
の
支
給
額
に
つ
い
て
、
一
利
用
区

間
の
距
離
が
10
㎞
未
満
の
場
合
は
月
額
３
７
０
０
円
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
一
利
用
区
間
の
距
離
が
40
㎞
以
上
の
場

合
の
上
限
を
撤
廃
し
、
10
㎞
増
え
る
ご
と
に
４
８
０
０
円

を
加
算
す
る
こ
と
。

７
・ 

通
勤
時
に
お
い
て
駐
車
場
等
を
利
用
す
る
者
に
対
し
て
契

約
金
額
の
支
給
を
行
う
こ
と
。

８
・ 

各
線
区
に
お
い
て
猪
や
鹿
等
と
衝
突
す
る
事
象
が
増
加

し
、
除
去
等
対
応
す
る
組
合
員
は
感
染
症
等
の
危
険
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
１
回
の
対
応
に
つ
き
２
０
０
０
円
に
増
額

し
支
給
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
。

〔
乗
務
員
関
係
〕

９
・ 

内
燃
車
及
び
新
幹
線
の
転
換
教
育
の
技
術
指
導
を
行
う
者

と
し
て
特
に
指
定
さ
れ
た
者
に
５
０
０
０
円
を
支
給
す
る

こ
と
。

10
・ 

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
に
伴
い
、
運
転
士
に
対
す
る
負
担

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ン
マ
ン
加
給
に
つ
い
て

時
間
額
及
び
キ
ロ
額
の
増
額
を
行
う
こ
と
。

〔
検
修
関
係
〕

11
・ 

鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
技
能
士
検
定
（
１
級
及
び
２
級
）

に
合
格
し
た
場
合
は
、
技
能
が
向
上
し
、
車
両
の
品
質
向

上
に
貢
献
で
き
る
こ
と
か
ら
受
験
料
を
全
額
会
社
負
担
と

す
る
こ
と
。

12
・ 

班
長
に
指
定
さ
れ
る
者
に
対
し
て
月
５
０
０
０
円
の
手
当

を
新
設
す
る
こ
と
。

13
・ 

車
両
の
ト
イ
レ
の
故
障
対
応
を
行
っ
た
場
合
、
１
回
の
対

応
に
つ
き
１
０
０
０
円
の
手
当
を
新
設
す
る
こ
と
。

〔
工
務
関
係
〕

14
・ 

線
路
閉
鎖
責
任
者
に
指
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
１
回
の
作

業
に
つ
き
１
０
０
０
円
の
手
当
を
新
設
す
る
こ
と
。

15
・ 

保
守
用
車
責
任
者
に
指
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
１
回
の
作

業
に
つ
き
１
０
０
０
円
の
手
当
を
新
設
す
る
こ
と
。

16
・ 

業
務
用
緊
急
自
動
車
（
レ
ス
キ
ュ
ー
車
含
む
）
に
よ
る
緊

急
走
行
を
し
た
者
に
対
し
て
１
回
の
運
転
に
つ
き
１
０
０

０
円
の
手
当
を
新
設
す
る
こ
と
。

〔
医
療
関
係
〕

17
・ 

夜
勤
時
の
睡
眠
時
間
を
実
質
３
時
間
確
保
で
き
る
勤
務
と

す
る
こ
と
。

〔
出
向
関
係
〕

18
・ 

出
向
特
別
措
置
の
支
給
額
（
月
額
）
を
一
律
５
０
０
０
円

増
額
す
る
こ
と
。

【
制
度
関
係
】

19
・ 

所
有
住
宅
援
助
金
に
つ
い
て
、
一
般
及
び
新
築
５
年
以
内

の
区
分
を
統
合
し
一
律
１
０
０
０
０
円
に
増
額
す
る
こ
と
。

20
・ 

帰
省
用
代
用
証
の
支
給
枚
数
を
年
間
１
０
４
枚
と
す
る
こ

と
。
ま
た
、
使
用
禁
止
期
間
を
廃
止
す
る
こ
と
。

21
・ 

特
別
休
日
の
年
間
付
与
数
を
増
加
し
、
年
間
の
休
日
数
を

１
２
０
日
と
す
る
こ
と
。

22
・ 

育
児
・
介
護
勤
務
制
度
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
環
境

改
善
を
図
る
こ
と
。

23
・ 

育
児
・
介
護
勤
務
制
度
Ａ
の
適
用
範
囲
を
小
学
校
３
年
生

の
年
度
末
ま
で
の
期
間
と
す
る
こ
と
。

24
・ 

育
児
・
介
護
勤
務
制
度
Ｂ
の
適
用
範
囲
を
小
学
校
６
年
生

の
年
度
末
ま
で
の
期
間
と
す
る
こ
と
。

【
福
利
厚
生
等
】

25
・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
社
宅
居
住
期
間

制
限
（
15
年
）
の
開
始
状
況
時
と
取
り
巻
く
環
境
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
延
長
を
５
年
間
可
能
と
す
る
こ
と
。

26
・ 

福
利
厚
生
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

ポ
イ
ン
ト
を
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
に
増
額
す
る
こ
と
。
ま

た
、
組
合
員
の
声
も
反
映
し
た
補
助
範
囲
の
拡
大
を
行
う

こ
と
。

27
・ 

貸
与
さ
れ
て
い
る
制
服
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
改
善
を

図
る
こ
と
。

総
合
労
働
条
件
改
善
の
実
現
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
提
出
！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、「
総
合
労
働
条
件
改
善
の

た
た
か
い
」
を
９
月
に
提
起
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
職
場
で
は
働
く
環
境
等
の
問
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
職
場
環
境
改
善
」「
施
策

検
証
・
改
善
」「
労
働
条
件
の
向
上
」「
福
利
厚

生
」
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
職
場

で
集
会
や
座
談
会
等
を
開
催
し
て
議
論
を
行

い
、「
私
の
一
要
求
」
を
要
求
項
目
（
何
を
、

ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
）
と
要
求
根
拠
（
な

ぜ
？
）
を
記
入
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
「
私
の
一
要

求
」
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
で
集
約
・
整
理

し
、
機
関
ご
と
に
要
求
を
整
理
し
ま
し
た
。
分

会
で
安
全
衛
生
委
員
会
を
活
用
し
て
議
論
す
る

こ
と
な
ど
を
通
じ
て
改
善
で
き
る
こ
と
、
支
部

・
地
本
が
支
社
や
地
区
で
議
論
し
て
取
り
組
む

も
の
、
本
部
が
本
社
と
議
論
し
て
改
善
に
向
け

て
取
り
組
む
も
の
に
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
部
へ
は
１
８
０
０
件
を
超
え
る
声
が
集

約
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
活
動
を
基
礎
に
、
個
人

の
要
求
を
組
織
の
要
求
へ
と
高
め
、
改
善
を
実

現
す
る
た
め
に
各
組
織
で
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、多
く
の
声
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、「
施
策
検
証
・
改
善
」
で
は
、
説
明

が
不
十
分
な
ま
ま
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

不
安
や
不
満
の
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
職
場
や
生
活
の
現
実
を
踏
ま
え
、

手
当
の
増
額
や
新
設
等
を
求
め
る
声
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
仕
事
と
育
児
を
両
立
す
る
働
き
方

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

大
き
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
制
度
や
社
宅
居

住
期
間
の
延
長
等
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
求
め

る
切
実
な
声
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
１
月
18
日
、
申
21
号
「
組
合
員
の

声
に
基
づ
く
総
合
労
働
条
件
改
善
の
実
現
を
求

め
る
申
し
入
れ
」
を
【
施
策
関
係
】【
各
種
手

当
等
】【
制
度
関
係
】【
福
利
厚
生
当
】
の
全
27

項
目
と
し
て
、
本
社
に
提
出
し
ま
し
た
。
本
部

に
上
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
声
を
要
求
項
目
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
一
部
に
つ
い

て
は
施
策
に
関
す
る
交
渉
の
中
で
議
論
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　
本
部
に
上
げ
ら
れ
た
声
以
外
に
も
、
職
場
内

の
環
境
改
善
な
ど
の
要
求
な
ど
、
多
く
の
声
が

集
約
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
か
ら
の
職

場
活
動
が
な
け
れ
ば
集
約
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
職
場
活
動
の
強
化
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
強
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
改
善
を
求
め
て
職
場
で
議
論
し
た

り
、
申
し
入
れ
を
行
っ
て
団
体
交
渉
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
労
働
組
合
だ
け
で
す
。
社

友
会
は
、
会
社
と
団
体
交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
年
末
手
当
等
を
見
て
も
社
友
会
の

掲
示
で
は
「
厳
し
い
状
況
で
夏
と
同
じ
２
ヶ
月

も
出
て
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
感
謝
や
称
賛
の

コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
た
り
、
あ
る
支
社
社
友
会

の
掲
示
の
一
部
で
は
「
こ
の
状
況
で
２
カ
月
が

少
な
い
と
い
う
人
、
ロ
ー
ン
が
払
え
な
い
、
不

安
だ
不
安
だ
と
騒
い
で
い
る
人
が
い
ま
す
が
ど

の
よ
う
な
お
金
の
管
理
の
仕
方
を
し
て
い
る

の
か
知
り
た
く
な
り
ま
す
。
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
社
友
会

は
生
活
実
感
を
踏
ま
え
た
私
た

ち
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
職
場
環
境
改
善
な
ど
私
た
ち

働
く
者
の
要
求
を
実
現
で
き
る

存
在
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が

労
働
組
合
と
し
て
、
職
場
環
境

改
善
を
含
め
た
総
合
労
働
条
件

改
善
の
た
た
か
い
を
つ
く
り
出

し
、
組
合
員
が
安
心
し
て
生
活
し

働
け
る
環
境
改
善
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
要
求
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
場
現
実

と
職
場
の
声
が
最
大
の
武
器
に

な
り
ま
す
。
総
合
労
働
条
件
改
善

の
た
た
か
い
を
職
場
か
ら
つ
く

り
出
し
た
力
で
、
要
求
実
現
を
目

指
し
、
22
春
闘
へ
の
た
た
か
い
に

結
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

申
21
号
で
申
し
入
れ
た 

全
27
項
目

申し入れ項目

１．  組織を再編する目的と来年度に実施する目的を明らかにすること。

２． 鉄道会社として安全第一の企業文化をこれからも維持するための考え方を明らかにすること。また、各系統におけ
る技術継承と人材育成の考え方を明らかにすること。

３． 総合車両センターおよび車両センターの所属が首都圏本部および東北本部に変更になる理由を明らかにすること。
また、設備技術センターを新設する理由を明らかにすること。

４． 現業機関において企画業務等を担うことになることから、権限移譲と予算管理の考え方を明らかにすること。

５． 新潟支社が首都圏本部と東北本部に、業務移管しない理由とエリア管理しない理由を明らかにすること。

６． 支社等の境界の変更についての考え方を明らかにすること。また、本社と本部・支社の要員配置の考え方と発足当
初の要員規模を明らかにすること。

　
12
月
15
日
、
本
社
よ
り

「「
変
革
２
０
２
７
」
の
実

現
に
向
け
た
組
織
の
再
編

に
つ
い
て
」
な
ら
び
に

「
柔
軟
な
働
き
方
と
多
様

な
活
躍
の
実
現
に
向
け
た

制
度
改
正
等
に
つ
い
て
」

の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
提
案
時
に
会
社
が
「
Ｊ

Ｒ
発
足
以
来
最
大
の
変

革
」
で
あ
る
と
述
べ
た
通

り
、
会
社
組
織
の
大
き
な

体
制
の
変
更
と
、
現
業
機

関
と
企
画
部
門
の
更
な
る

融
合
が
目
指
さ
れ
、
私
た

ち
組
合
員
の
働
き
方
も
大

き
く
変
化
す
る
内
容
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
は
、
社
員
説
明

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
会
社
作
成
動

画
視
聴
と
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
ま
ま
の
説
明
で
あ

り
、
質
問
時
間
が
数
分
し

か
な
い
、
質
問
し
て
も
答

え
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
提
案
時
に

会
社
が
「
丁
寧
な
説
明
を

す
る
」
と
述
べ
て
い
た
こ

と
と
は
異
な
る
現
実
と
な

っ
て
い
ま
す
。
社
員
説
明

に
参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
、「
こ
の
ま
ま
鉄
道
会

社
と
し
て
残
る
の
か
」
と

い
う
不
安
、「
説
明
を
聞

い
て
も
目
的
や
展
望
が
見

え
な
い
」「
動
画
を
見
た

だ
け
で
、
会
社
は
何
を
し

た
い
の
か
分
か
ら
ず
、
ぼ

ん
や
り
し
て
い
る
」
と
い

う
疑
問
、
不
信
感
を
持
つ

と
い
う
声
が
本
部
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
提
案
時
の
議
論
で
会
社

は
「
儲
か
る
会
社
」「
稼
ぐ

力
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
赤
字
決
算
の
中
に
お
い

て
も
、
鉄
道
会
社
と
し
て

安
全
第
一
の
会
社
で
な
け

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
信
頼
を
守
り
抜

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
こ
れ

ま
で
も
会
社
施
策
に
対
し

て
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

労
使
で
議
論
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
安
全
と
命
を
守

る
こ
と
を
最
大
の
価
値
基

軸
に
し
て
、
安
全
第
一
の

職
場
と
企
業
文
化
を
つ
く

り
出
す
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
組
合
員
と
共
に
議
論

し
た
た
か
っ
て
き
ま
し

た
。
会
社
か
ら
の
提
案
を

受
け
て
以
降
、
社
員
説
明

が
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
多

く
の
疑
問
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。「
Ｊ
Ｒ
発

足
以
来
最
大
の
変
革
」
に

向
き
合
っ
て
い
く
た
め

に
、
現
時
点
に
お
け
る
組

合
員
の
不
安
と
疑
問
を
解

消
す
る
た
め
に
、
解
明
申

し
入
れ（
そ
の
１
）と
し
て

申
し
入
れ
、
今
後
議
論
を

お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◆制度・福利厚生等

現行

帰省用代用証　年間単身赴任者72枚
　　　　　　　地域間異動者等96枚

特別休日　　　年間104日

育児・介護勤務制度
育・介Ａ ： ３歳まで
育・介Ｂ ： 小３年度末まで

カフェテリアポイント　240ポイント

改正

年間104枚　使用禁止期間の廃止

年間120日

育・介Ａ ： 小３年度末まで
育・介Ｂ ： 小６年度末まで

300ポイント

東日本旅客鉄道労働組合（ＪＲ東労組）

職場討議資料

年９月

職場討議資料

東労組
は、

年 月に「
新生Ｊ

Ｒ東労
組運動

宣言」
を掲げ

て組合
員と共

に運動

をつく
り出し

、さら
には赤

字・コ
ロナ禍

を乗り
越える

ため「
雇用と

職場を
守るた

めのＪ
Ｒ

東労組
緊急提

言」を
打ち出

し、職
場から

取り組
みを積

み上げ
てきま

した。
そして

、 月

日に『
安全・

命を最
大の価

値基軸
に「職

場と仕
事と生

活」を
守るた

め仲間
と共に

未来を
切

り拓く
・ フォー

ラム』
を開催

しまし
た。

フォー
ラムで

は、赤字
・コロ

ナ禍を
乗り越

えるた
めの議

論や社
会情勢

を踏ま
え、「職

場と

仕事と
生活を

守る」
ために

、部会
とバス

本部か
ら課題

提起・
提言を

行い、
職場の

将来像
を

討論し
ました

。その
中で見

えたの
は、私

たちは
「変革

」に基
づく矢

継ぎ早
に打ち

出

される
施策等

に対し
、職場

現実を
踏まえ

向き合
い奮闘

してい
る一方

で、安
全で働

きやす
い

職場か
らはか

け離れ
ている

と言わ
ざるを

得ない
現実が

発生し
ていま

す。特
に、命

をも脅
か

す事故
・事象

や、後
を絶た

ないハ
ラスメ

ント、
キャリ

アプラ
ンが尊

重され
ない現

実など
、

職場で
は不安

や不満
、矛盾

などが
渦巻い

ていま
す。そ

して、
赤字を

理由に
春闘で

は定

期昇給
カット

や期末
手当の

削減が
行われ

、それ
を社友

会が容
認する

ような
情報が

出され
て

います
。この

会社姿
勢に向

き合わ
なけれ

ば、年
末手当

も削減
され、

春闘で
も定期

昇給

がカッ
トされ

る事態
になり

かねま
せん。“

仕方が
ない”と

諦める
ことな

く声を
上げて

、労働

条件の
維持・

向上の
実現を

目指し
ましょ

う！

一方で
、職場

には身
近な問

題が山
積して

います
。情勢

は厳し
いもの

の、堂
々と「

声」を

上げら
れるの

が労働
組合の

強みで
す。全

組合員
参加の

運動に
より、「

職場環
境改善

」「施策

検証・
改善」「

労働条
件の向

上」「福
利厚生

の充実
」など

職場要
求集約

と要求
実現に

向けた

取り組
みの強

化を図
り、「総

合労働
条件改

善」の
取り組

みをつ
くり出

して行
きまし

ょう！

そして
、労働組

合の強
さは「団

結力」で
す。

東労組
の存在

意義を
捉え返

し、結集
を呼

びかけ
、組織

の強化
・拡大

を実現
しまし

ょう！

要求を
集約し、

改善を
実現しよ

う！

職場環境改善

労働条件の向上

施策の検証・改善

福利厚生の充実

1800件を超える組合員の声を集約1800件を超える組合員の声を集約施策の狙いを見抜くために、解明交渉を行う! !施策の狙いを見抜くために、解明交渉を行う! !
「変革「変革20272027の実現に向けた組織の再編について」の実現に向けた組織の再編について」
� に関する解明申し入れ� に関する解明申し入れ（その１）（その１）を１月14日に提出！を１月14日に提出！

申申2020号号

◆所有住宅援助金 （単位　円）

現行条件 現行金額 単位

一般 2,500
月

新築5年以内 5,000

（単位　円）

改定条件 改定金額 単位

区分の統合 10,000 月

◆自動車等の通勤手当 （単位　円）

一
利
用
区
間
の
距
離
が

現行条件 現行金額 単位

５㎞未満の場合 2,000

月

５～ 10㎞未満の場合 3,700

10 ～ 15㎞未満の場合 5,500

15 ～ 20㎞未満の場合 7,500

20 ～ 25㎞未満の場合 9,600

25 ～ 30㎞未満の場合 12,000

30 ～ 35㎞未満の場合 14,400

35 ～ 40㎞未満の場合 16,800

40㎞以上の場合 19,200

（単位　円）

一
利
用
区
間
の
距
離
が

改定条件 改定金額 単位

10㎞未満の場合 3,700

月

10 ～ 15㎞未満の場合 5,500

15 ～ 20㎞未満の場合 7,500

20 ～ 25㎞未満の場合 9,600

25 ～ 30㎞未満の場合 12,000

30 ～ 35㎞未満の場合 14,400

35 ～ 40㎞未満の場合 16,800

40㎞以上10㎞増えるごとに
4,800円加算（上限なし）

◆現行の寒冷地手当 （単位　円）

級地
世帯態様

世帯主 準世帯主 その他

１級地 105,000 63,000 42,000

２級地 75,900 45,600 30,300

３級地 48,900 29,300 19,600

４級地 34,100 20,500 13,600

５級地 19,800 11,900 7,900

一律15,000円の増額を求める！


